藤岡市土と火の里公園
管理運営業務仕様書
令和２年１月
群馬県藤岡市
藤岡市土と火の里公園管理運営業務仕様書

　藤岡市土と火の里公園（以下「土と火の里公園」という。）の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲は、この仕様書によるものとする。

Ⅰ．基本的事項
１　管理運営に関する基本的な考え方
（１）建設目的
　土と火の里公園は、山間過疎等の問題を抱えた日野、高山地域の活性化を図るため、かみの里（みかぼ森林公園）、なかの里（土と火の里公園）、しもの里（二千階段）の三拠点施設の建設を中心とした、日野・高山振興計画（昭和６１年策定）に基づき平成５年７月に建設された。
（２）指定管理者の選定

 　 染色工房、陶芸工房、ガラス工房、多目的工房の四つの工房が設けられており、休日を中心に専門家の指導により初心者、子どもから大人まで工芸体験が楽しめるほか、作家の創作活動の見学等も自由にできる。このほか、管理事務所と展示室を備えた本館、工芸作家の作品や物産等を販売する売店、食堂、水車と池を配した庭園等がある。より円滑な運営及び施設設備の適切な維持管理、並びに自主事業の実施等を行うことを目的とし、指定管理者を選定するものとする。
（３）管理運営に関する基本的な考え方
①地域振興施設として地域の活性化を促し、賑わいとやすらぎの機能を合わせもつ交流空間を提供し、市民の平等な利用が確保されるよう運営に努めること。

②市街地から少し離れた場所にあり、森と清流の中の工芸体験村という特殊事情を考慮し、地域住民や関係者との連絡調整を密にしながら運営に努めること。

③利用者の安全確保を最優先に管理運営を行うこと。

④利用者の意見や要望を反映させる等、利用者本位の運営を行い、サービスの向上に努めること。

⑤円滑な運営及び施設・設備の適切な維持管理に努めること。

　　　⑥災害時、緊急時に備えた危機管理を徹底すること。

⑦個人情報の保護を徹底すること。
⑧管理運営費の削減に努めること。

２　施設及び業務の概要

　（１）施設

　　ア．名　　称　藤岡市土と火の里公園
　　イ．所 在 地　藤岡市上日野２２４０番地外２９筆
　　ウ．敷地面積　１８，１２２㎡

　　エ．建物面積　１，４５７㎡
　　オ．構　　造　木造
　　カ．施設内容　本館、本館展示室、手作り茶屋、染色工房棟、陶芸工房棟、ガラス工房棟、多目的工房棟、調理・加工工房、水車小屋、芝生広場、屋外トイレ、駐車場
　（２）管理物品
　　　別紙備品台帳のとおり

　
（３）業務

土と火の里公園は次の業務を行う。これらの業務の運営にあたっては、関係法令を遵守すること。
①施設の維持管理
②工芸体験者の受付及び体験指導

③工芸作品等の展示及び販売

④飲食物の販売

⑤農産物等の販売
⑥情報提供及び収集

⑦イベント開催

⑧施設の利用許可及び利用承認

⑨その他施設の設置目的に適合する事業
　（４）開園時間及び休園日
　　ア．開園時間　午前９時から午後５時まで（４月から１０月）

午前９時から午後４時まで（１１月から３月まで）

但し、指定管理者は市長の承認を得てこれを変更することができる。

　　イ．休 園 日　月曜日（この日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）の休日に当たるときは、この日後に最も近い休日でない日。）
１２月２５日から１月４日まで
但し、指定管理者は市長の承認を得てこれを変更することができる。

（５）法令等の遵守及び安全の確保

ア．土と火の里公園の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、関係法令等を遵守し、適正な管理を行うこと。

イ．利用者が安全、安心、快適に利用できるよう管理運営を行わなければならない。

①土と火の里公園の監視体制を万全に行うこと。

②施設・設備の維持管理及び清掃には十分注意を払うこと。

③公の秩序または善良な風俗を乱す恐れのある場合には、適正な管理に努めること。
Ⅱ．管理業務
１　指定管理者が行う施設等管理基準
指定管理者は、施設の維持管理について関係法令を遵守し、必要な対応をとること。この場合、市と協議し他の業者へ委託を行うことができる（浄化槽設備や消防設備等の具体的業務）が、管理運営業務のすべてを第三者に委託することはできない。
（１）職員配置とサービス向上
管理運営業務は、必要な有資格者及び経験者等、適正な職員を配置するとともに、利用者本位の運営を行い、常にサービスの向上に努めること。なお、施設整備を運転管理するため、下記の資格保有者を配置すること。
　①防火管理者　　　１名

　　　②食品衛生責任者　１名

ア．職員の勤務体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮し、利用者の要望に応じた体制をとること。また、職員の資質を高めるため、研修を実施するとともに、施設の管理運営に必要な知識と技術を習得させるため、資格取得に努めること。なお、職員等の雇用を行う場合や職員の配置体制についてはあらかじめ市と協議を行うこと。
イ．指定管理者は、業務内容として体験指導を行うことから、指定期間中は在籍している各工房（染色工房・陶芸工房・ガラス工房）の講師を活用し業務を遂行すること。
（２）施設の保守管理業務
　　指定管理者は、施設を適切に管理運営するため、敷地内外に存する全ての施設設備の運転と保守管理を行うとともに、効率的な運営を図り環境負荷を低減させること。また、施設を安全かつ安心して利用できるよう予防保全に努めること。
※建屋、空調、電気、給水、消防、警備、排水処理、灯油炉、溶解炉、駐車場、外構、植栽、外灯、除草等
　　　①土と火の里公園で用いる水は井戸水や沢水等であることから、その水質については常時注意し、専門機関による定期的な検査と保守管理を行い、水質の管理には万全を期すこと。
②建物に係る保険（全国市有物件災害共済会）や来園者の怪我等（全国市長会市民総合賠償補償保険）については、市において加入し支払うものとする。また、指定管理者は施設賠償責任保険及び生産物賠償責任保険等に加入すること。
指定管理者の行為が原因で利用者に損害を与えた場合は、国家賠償法第１条の規定により、施設の設置者である市が賠償責任を負う。この場合、市が負ったその賠償について指定管理者に対して請求を行うことができる。ただし、指定管理者の故意または重過失により利用者に損害を与えた場合はこの限りではない。
　　　③建物・施設等に工事や修繕が必要な場合、１件あたり３００，０００円（消費税別）（※別表１）以内の簡易な修繕については、指定管理者の負担により修繕することとし、この金額を超える場合は、費用の１割相当額を負担する。なお、指定管理者の管理不良に起因するものについては、指定管理者の負担とする。

　　　④施設の改修については、市と協議し承認を得た上で行うこととする。なお、指定管理期間が終了する場合は、現況に復することとする。ただし、市が認めた場合はこの限りではない。

　　　　次の（３）の設備機器の修繕・改修についても上記③、④と同様の取扱いとする。
（３）設備機器の管理業務

　　 指定管理者は、本施設に付随する設備の機能を維持するとともに、利用者が快適に利用できるよう良質な環境を提供するため、設備・機器を定期的に点検すること。その際に必要な点検等の経費及び消耗品等は、指定管理者の負担とする。
　（４）備品管理業務
指定管理者は、利用者等の施設における利用に支障をきたさないよう本施設に備え付けの備品の管理は常に行うものとする。なお、指定管理者が指定管理料または利用料金の収入で購入した物品のうち、次のものは市に帰属するものとする。ただし、これによりがたい場合には、あらかじめ指定管理者は市の承認を得なければならない。

ア．消耗品

　　　指定管理者が指定管理料または利用料金の収入で購入した消耗品は、原則として市の所有物とする。ただし、市との協議により、指定管理者が自己の負担により購入する消耗品については、指定管理者の所有物とする。
イ．備品

　　　指定管理者が指定管理料または利用料金の収入で購入した備品は、原則として市の所有物とする。このため、指定管理者の所有備品として購入するもの（社会通念上のもの及び指定管理料または利用料金の収入で購入することができないと認められるもの）はあらかじめ市と協議のうえ、購入するものとする。

①市の所有となる備品の例

・指定管理者が市から引き継いだ備品を更新するために購入する備品

・上記以外のもので、指定管理者がもっぱら利用者等の利便性向上のため購入する備品（施設の付帯備品となる机・椅子、案内板、照明器具、ロッカー等）

・指定管理者との協議により市が購入する備品
・指定管理者が指定管理料または利用料金の収入をあてて購入する備品

②指定管理者の所有となる備品の例

・事務室で使用するパソコン、プリンター、金庫、書庫等のほか、市と事前協議のうえ、指定管理者の備品と決したもの。

・市との協議により指定管理料または利用料金の収入のよらず自己の資金により購入することとした備品

（５）警備業務
　　　①基本事項

　　　　保安警備業務の対象は、本施設の敷地内とする。保安警備業務の履行にあたり、業務に必要な知識、経験、技能を有した責任者（以下「警備責任者」という。）を選任し、本施設の開館時間にはその者を常駐させること。ただし、勤務体制等正当な理由がある場合にはこの限りではない。なお、開館時間以外の警備業務は、警備会社等に委託して行うことができる。

　　　②一般警備業務

　　　　警備責任者（防火管理者を兼ねる）は、警備業務全般並びに施設内外の状況を常時把握し、的確な業務の遂行に努めること。また、火災等の緊急事態が発生したときには、直ちに初期活動、救護活動にあたり関係機関への連絡、通報等を行うこと。

　　　③開錠・施錠業務

　　　　正面玄関等の開錠・施錠は警備責任者が行うこと。開錠・施錠時間は原則として施設の開館時間によるものとする。
（６）清掃業務

　　　①日常清掃

　　　　指定管理者は、本施設及び敷地内の良好な環境、美観の維持に努め、施設としての安全かつ快適な空間を保つため清掃業務を実施すること。

　　　②臨時・特別清掃

　　　　指定管理者は、日常の清掃では実施しにくい場所の清掃を行うために、休館日または開館日の利用者に支障のない時間に必要に応じて清掃を実施すること。なお、日常・臨時に問わず清掃に要する経費は指定管理者の負担とする。
２　指定管理者が行う業務上の管理基準
　　指定管理者は、本施設の主となる事業運営業務について、他者に委託することはできない。ただし、事業運営業務に付随する業務については、市の承認を受けたうえで他者へ委託することができる（会計事務所への財務諸表の作成等）。
　（１）事業計画書の作成
　　 指定管理者は、毎年度当初に事業計画書を作成し、市に提出すること。また、毎年度１月末日までに次年度の事業計画案を作成し、市に提出すること。なお、次年度事業計画案の作成にあたっては、市と調整を図ること。

　（２）事業報告書の作成

指定管理者は、事業報告について市が指定した方法により、定期的に報告しなければならない。なお、記載する内容は以下のとおりとし、報告書の様式は市が指定するものとする。

ア．月次報告

　　　①指定管理者は、土と火の里公園の各施設の利用料等の収入並びに利用者数等について、月次報告書を毎月終了後、翌月の１０日までに市に提出しなければならない。

　　イ．四半期報告

　　　②指定管理者は、土と火の里公園に係る指定管理料の執行状況について、四半期ごとに市に報告しなければならない。
ウ．年間事業報告

③指定管理者は、毎年度終了後、４０日以内に各施設の利用状況、管理運営状況、利用料金等の収入状況、管理運営に要した経費等の収支状況、自主事業の状況等を記載した業務報告書を市に提出するほか、管理運営の状況について報告しなければならない。

　（３）利用の制限
　 　指定管理者は、管理運営にあたり、利用者の平等利用の確保に努め、利用者に対して不当な差別的取扱いをしてはならない。また、正当な理由がない限り、施設の利用を拒んではならないが、以下のいずれかに該当する場合は、利用を制限することができる。

　　　①公の秩序または善良の風俗を害する恐れがあるとき。

②施設、設備等を損傷する恐れがあるとき
　　　③その他利用することが不適当と認められるとき。

　（４）緊急時の対応

　　ア．指定管理者は、自然災害、人為災害、事故及び自らが原因者・発生源になった場合等のあらゆる緊急事態、非常事態、不測の事態には、遅滞なく適切な措置を講じた上、市をはじめ関係機関に通報すること。

　　　①火災、事故等の緊急時における利用者に対する避難誘導及び関係機関への通報を行うこと。

②停電時等における施設の復旧を遅滞なく行うこと。

③その他利用者に対する対応に万全を期すること。

イ．予防対策

①危機管理体制を築くとともに、対応マニュアルを作成し、災害時の対応について随時訓練を行うこと。

②消防署等から指摘があった場合は、直ちに改善すること。

　（５）個人情報の保護

指定管理者は、藤岡市個人情報保護条例の適用を受け、施設の管理運営を行うにあたり保有する個人情報に関しては、市と同等の責務を負うこととする。なお、業務上、知り得た個人情報については、藤岡市個人情報保護条例により適正な取扱いをしなければならない。また、市民が利用する公共施設の管理であることを認識し、藤岡市情報公開条例により、その管理運営についての透明性を高めるよう努めること。
　（６）自主事業に関すること
　　土と火の里公園の設置目的に沿った自主事業を各種関係団体及び地域住民等の協力を得ながら積極的に実施すること。
　　　①施設の設置目的に沿った事業内容とすること。

　　　②地域住民・利用者のニーズが反映されていること。

　　　③事業の対象者については、各年齢層等を考慮すること。

　　　※自主事業とは指定管理者が独自に行う事業であり、原則としてその事業実施に係る費用は指定管理者が負担する。

　（７）市の実施する事業への協力について

　　指定管理者は、施設において市が主催または共催する行事を行う場合に協力しなければならない。また、市が出席を要請した会議等には出席しなければならない。

　（８）施設の利用について

ア．施設の使用許可

指定管理者は、施設使用の許可権を有し、利用内容が公共施設の目的に沿ったものであることを確認するとともに、利用の公平と平等を確保しなければならない。
①使用の許可・利用料金の徴収、減免の決定等。

②利用者への使用上の注意説明。

イ．利用者対応

利用者本位の運営を行い、親切丁寧な対応を心がけ、常にサービスの向上に努めること。

ウ．トラブル対応

①要望や苦情、トラブル等は、迅速、適切に処理すること。

②指定管理者への要望、苦情等で重要なものは速やかに市に報告すること。
（９）その他

　　ア．体験学習を踏まえた観光案内、道路案内図の作成や、問い合わせに対応できる知識の習得に努めること。

　　イ．備品台帳の整備及び建設・設備関係の設計図等を保存しておくこと。

　　ウ．施設設備の大規模な修繕や、改修について提案すること。

エ．類似公共施設のチラシ配置やポスター掲示等、ＰＲの相互協力に努めること。

　　オ．市が求める入園者統計及び情報提供等に協力すること。

　　カ．ＳＮＳを活用した誘客宣伝に努めること。

３　指定の期間
　　令和３年４月１日から令和６年３月３１日（３ヵ年）までとする。
４　指定の取り消し

　　地方自治法の規定により、指定管理者が行う施設管理の適正を期するために市が行う指示に従わないとき、その他指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるときは、指定管理者の指定を取り消し、または期間を定めて管理業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。
５　指定管理者に対する監督・監査

（１）市は指定管理者が管理する土と火の里公園の適正な運営を期するため、指定管理者に対して、当該業務内容または、経理の状況に関し報告を求め、実地に調査し、または必要な指示をすることができる。

（２）市または監査委員が必要と認めるときは、指定管理者が行う管理運営業務に係る出納関連の事務について監査を行うことができる。

６　指定管理料の支払い

（１）指定管理料は、土と火の里公園管理運営費用に限るものとし、毎年見直しを行うものとする。なお、市は指定管理者の請求により指定管理料を４月・７月・１０月・１月各月末に指定管理者に支払うものとする。

（２）指定管理者は指定管理料に過大な利潤が生じた場合は、速やかに市に報告し、指示に従うこと。なお、指定管理料に不足が生じた場合は指定管理者の負担とする。
７　基本協定と年度協定の締結
　　指定管理者の候補として選定され、市議会の議決を経て指定管理者として指定された後、協定を締結するものとする。また、この協定については、指定期間を通じての基本的事項を定めた「基本協定」と年度ごとの事業実施に係る事項を定めた「年度協定」を締結することとする。　
（１）基本協定の内容

　　　①指定期間に関する事項。
　　　②業務の範囲と業務の実施条件に関する事項。

　　　③備品等の取扱いに関する事項。

　　　④指定管理期間満了以前の指定の取り消しに関する事項。

　　　⑤その他市が必要と認める事項
（２）年度協定の内容

　　　①当該年度の業務内容に関する事項。

　　　②指定管理料に関する事項。

　　　③その他市が必要と認める事項
Ⅲ．個別的事項

１　土と火の里公園本館及び各体験工房
土と火の里公園は、日野・高山地区の地域振興と文化学習施設の発展を目的としてふるさとづくり特別対策事業債を活用した地域振興も考慮した文化施設である。各工房（染色工房・陶芸工房・ガラス工房）の講師と協力のもと、通常の体験受入を始め、新たな体験コース（竹工芸等）等の企画・実施に努め、土と火の里公園に関連したイベントの開催を各種関係団体及び地域住民等を巻き込んで積極的に行うこと。
２　ひの谷茶屋
施設で提供する調理品（以下「提供メニュー」という。）の開発及び選定に際しては、提供メニューを介して消費者動向の把握に努めるものとし、得られた情報を消費者に還元するよう努めること。食品衛生法や群馬県食品衛生条例の規定に基づき、営業設備及び従事者の衛生管理の徹底に万全を期すこと。
３　産地直売所
　生産者との連携のもと、消費者が求める新鮮で安全な地域農産物等の安定的な確保に努めること。
Ⅳ．細目的事項

１　管理業務の細目（協定書第８条関係）
（１）市は指定管理者に、次に掲げる管理業務を行わせる。

　　　①藤岡市土と火の里公園の設置及び管理に関する条例（以下「条例」という。）第１１条に規定する事業を行うこと。
②条例第３条ただし書きの規定基づき、開園時間を変更すること。

③条例第４条ただし書きの規定に基づき、変更または臨時に休園日を定めること。
④条例第７条の規定に基づき、利用の中止等を求めること。

⑤条例第８条の規定に基づき、違反者に対し適切な指示をすること。
　　　⑥地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。）第１５８条第１項及び条例第１３条の規定に基づき、利用料金を徴収すること。
　　　⑦条例第１３条の規定に基づき、利用料金の額を決定し、市長の承認を受けること。なお、利用料金の額を定めたときは、直ちに公表しなければならない。
　　　⑧藤岡市土と火の里公園設置及び管理に関する条例施行規則（以下「規則」という。）第２条の規定に基づき、土と火の里公園使用許可申請書を受け付けること。
　　　⑨規則第３条の規定に基づき、土と火の里公園使用許可書を交付すること。
⑩規則第４条の規定に基づき、使用許可の取消の必要があると認めた場合、許可を取り消すこと。
　　　⑪規則第５条の規定に基づき、土と火の里公園の利用の申込みを受け付けること。

　　　⑫規則第６条の規定に基づき、施設の利用承認書を交付すること。
　　　⑬規則第８条の規定に基づき、当該者の利用料金を減免すること。
　　　⑭規則第９条の規定に基づき、軽微な損害に対する賠償を請求すること。
　　　⑮土と火の里公園の施設、設備及び物品の保守並びに軽微な修繕。
　　　⑯土と火の里公園の施設、設備及び物品の防災並びに防犯。
　　　⑰前各号に付帯する一切の業務。
（２）指定管理者は、管理業務の実施に関し、市の指示があったときはこれに従わなければならない。
２　利用料金等収入の取扱い（協定書第２８条関係）
（１）市は、条例第１３条の規定に基づき、管理業務に要する経費に充てるため、利用料を指定管理者の収入として収受させるものとする。

（２）市は、前項のほか、管理業務に要する経費に充てるため、次の各号の収入を指定管理者の収入として収受させるものとする。
　　　①産地直売所の利用料
　　　②その他施設の利用料
　（３）利用料金の減免

　　指定管理者は、使用料の減免の実施にあたっては、市と協議すること。

（４）管理運営に係る経費

　　指定管理者が土と火の里公園の管理運営を行うために要する経費は、市からの指定管理料のほか利用料金等による収入をあてることができる。

【別表１】
	区　　分


	市
	指定管理者

	建物本体
	・大規模改修

・30万円以上の工事及び補修等
	・30万円未満の工事及び補修等

	設　　備
	・大規模改修

・30万円以上の工事及び補修等
	・30万円未満の工事及び補修等
・30万円以上の工事及び補修等については、費用の1割相当額を負担

	備　　品
	耐用年数以内
	・30万円以上の修理

・更新
	・30万円未満の修理

・30万円以上の修理等については、費用の1割相当額を負担

	
	耐用年数超過
	・耐用年数経過後大規模な更新については、状況に応じ誠意を持って対応する。

	消　耗　品
	
	・交換

	外構・植栽等
	・30万円以上の工事及び補修等
	・30万円未満の工事及び補修等


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・耐用年数は所得税法及び減価償却資産耐用年数辞典に定められた耐用年数を適用
する｡

・設備は空調給排水等の建物本体に付属する設備とする｡

・表に定める金額は１物件あたりの金額とする｡
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